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国語Ａ

国語Ｂ

数学Ａ

数学Ｂ

理科

１．教科に関する調査結果の概要

　文部科学省による「全国学力・学習状況調査」について、平成３０年４月１７日（火）に、３年生を対象として、「教科（国語，数学，

理科）に関する調査」と「生徒質問紙調査」を実施いたしました。

　この度、本年度の調査結果を分析し、今後の取組についてまとめましたので、お知らせいたします。

　学校の現状を知っていただくとともに、ご家庭での取組の参考にしていただきたいと思います。

　なお、本調査により測定できるのは、学力の特定の一部分であり、学校における教育活動の一側面に過ぎません。本校では、他

の教科等も含め、総合的に学力向上を目指しています。

平成３０年度　全国学力・学習状況調査の結果の報告と今後の取組について

２．学校での学習活動、家庭での生活習慣等に関する質問紙調査結果の概要

　　①　教科に関する取組（全校で・学年で・学級で）

・数と式の領域では、全国平均を上回っているものの、関数や資料の活用の領域が全国平均を下回っており、また、無
答率も全国平均より高くなっている。

下回っている

・家庭学習の時間を確保するために、課題（宿題）の内容や量について各教科で共通理解を図るとともに、生活ノート
を活用した家庭学習の方法について、担任が点検・指導を行う。全国学力・学習状況調査の結果、明らかになった課
題や取組等を保護者へ周知し、学校と家庭・小中学校が連携・協力して学力向上と進路の実現に向けて取り組める
ようにする。

　　②　家庭生活習慣等に関する取組

学力調査の分析（傾向や特徴）

下回っている

・全国平均正答率を下回っており、図形や関数の領域に関する基本的事項の理解を問う問題に課題が見られる。 下回っている

・全国平均正答率を下回っており、無答率はすべての問題で全国平均より高い。話の展開に注意して聞き、必要に応じ
て質問する内容や、相手に的確に伝わるように、あらすじを考えて書くことに課題がある。

下回っている

全国平均正答率
との比較

下回っている
・全国平均正答率を下回っており、特に無答率においては、目的に応じて文の成分の順序や照応、構成を考えて適切
な文を書くことに課題がある。

・全国平均正答率を下回っており、「知識」・「活用」に関する問題、第１分野・２分野いずれにおいても課題が見られる。

質問紙調査の結果分析

・自分で計画を立てて勉強をしている生徒、家で学校の授業の予習・復習
をしている生徒は全国平均と比べて低く、学習習慣に課題が見られる。
・将来の夢や希望をもっている生徒は全国平均と比べて低く、それぞれの
夢を実現させるために具体的な目標設定を行い、行動に結びつけることが
できるようなキャリア教育の推進が必要である。
・本校では、各教科の授業の中で、本時の「めあて」を板書で示す等、「ね
らい」を明確にする導入段階づくり、「振り返り」と「まとめ」で生徒に学習内
容を理解させる授業を終末段階でしっかりと取り組んでおり、今後とも「わ
かる授業」づくりに取り組んでいく。

３．調査結果から明らかになった、課題解決のための重点的な取組

・自分の考えを言葉や文章で表現することや感想文や説明文を書くことが苦手だと感じている生徒が多い。自分の考
えをまとめて述べる活動、相手の意見を聞く活動（資料やデータ等を基に説明する話し合い活動など）を積極的に授業
に取り入れていく。また、タブレットＰＣや電子黒板等のＩＣＴ機器を活用した授業を実践し、生徒の学力向上のための
一助とする。
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